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玉

関 ケ 原 バ イ パ ス の 全 体 位 置 図 

（１）事業目的 

 一般国道２１号関ケ原バイパスは、岐阜県不破郡垂井町日守から不破郡関ヶ原町今須に至る延長１０．４ｋｍのバイパスです。 

 国道２１号現道には、主要渋滞箇所や事故危険区間、急勾配区間の課題があり、本事業は、課題解決のためにバイパスを整備

することで、交通渋滞の緩和、交通安全の確保、災害に強い道路機能の確保、観光産業の活性化等の効果を見込んでいます。 

１．一般国道２１号関ケ原バイパスの事業概要 

ぎふけん  ふわぐん  たるいちょう ひもり ふわぐん せきがはらちょう います せきがはら 
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一般国道２１号 関ケ原バイパス （延長１０．４ｋｍ） 
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事業名 
一般国道２１号 関ケ原バイパス 

玉～今須 日守～玉 

道路規格 第３種第２級 第３種第１級 

設計速度 ６０ｋｍ／ｈ ８０ｋｍ／ｈ 

車線数 ２車線 ４車線 

都市計画決定 昭和５４年度、昭和５８年度 

事業化 昭和４７年度 

用地着手年度 昭和５５年度 

工事着手年度 昭和５８年度 

延長 
（平成２７年度末） 

１０．４ｋｍ 
（うち暫定２車線開通済６．０ｋｍ） 

前回の再評価 平成２６年度（指摘事項なし：継続） 

全体事業費 ４４０億円（増減なし） 

せきがはら 

玉～今須 

7.00 1.50 1.50 

10.00 

２車線 

7.00 7.00 1.50 3.00 3.00 1.50 2.00 

25.00 

日守～玉 
４車線 

 関ケ原バイパスは現在、日守～玉間（延長６．０ｋｍ）について、暫定２車線で開通しています。 

１．一般国道２１号関ケ原バイパスの事業概要 
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一般国道２１号 関ケ原バイパス （延長１０．４ｋｍ） 
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１１８ 

４９ 

交通量は 
約６割減少 

① 交通渋滞の緩和 

※旅行速度：プローブデータ（H27.9-11 平日平均） 
  交通量：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 

○国道２１号現道の渋滞状況 

損失時間は 
約７割削減 

国道２１号現道 
関ケ原駅前～関ケ原西町交差点 

※現況：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査 
  整備あり･･･H42交通量推計 

国道21号現道1km 
あたりの損失時間 
（万人時間／年km） 

今須 
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関ヶ原IC 

松尾 

関
ケ
原
駅
前 

関
ケ
原
東
町 

一
ツ
軒 

関
ケ
原
西
町 

松
尾
地
区 

２７．１ 

８．０ 

１．１ 

２７．１ 

９．３ 

２．評価の視点 
（１）事業の必要性に関する視点 

■国道２１号現道の関ケ原西町交差点は主要渋滞箇所に選定されており、信号交差点が連続する関ケ原西町交差点付近の損
失時間が特に大きくなっています。 

■関ケ原バイパスの整備により、国道２１号現道の交通量が約６割減少、損失時間が約７割削減され、混雑緩和が図られます。 
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○交通量の減少効果 

関ケ原西町交差点 

N

関ケ原バイパス 
未整備区間 

※写真：H28.11.14撮影 

関ケ原西町交差点を 
先頭とする渋滞 

○損失時間の削減効果 

国道２１号関ケ原西町交差点 
付近の交通量 

※現況：平成27年度全国道路・街路交通情勢調査、 
      プローブデータ（H27.9-11平日） 
  整備あり：交通量推計を基に整備あり・なしにおける 
        渋滞損失時間の変化率を求め、現況値に乗じて算出 

交
通
量
（
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㎞
） 
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主要渋滞箇所 

交通量（台／日） 

５．１ 
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○交通事故発生状況 
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② 交通安全の確保 

２．評価の視点 
（１）事業の必要性に関する視点 

■関ケ原町の国道２１号現道では、交通事故の約７割は車両相互の正面衝突や追突事故が占めています。 
■関ケ原バイパスの整備により、国道２１号現道の交通が転換することで、正面衝突や追突事故の削減ならびに約６割の交通

事故件数の削減が見込まれます。 
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○交通事故の削減効果 
・国道２１号現道の死傷事故件数 
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※写真：H29.6.20撮影 

○国道２１号現道の事故類型 

関ヶ原 
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事故件数 
計５０件／５年 

その他 
１６件 

正面衝突・追突事故 
３４件 

渋滞や追越に起因すると考えられる 
追突・正面衝突事故が約７割発生 

出典：交通事故統合データ（H22～H26） 出典：現況…交通事故統合データ（H22-H26） 
    将来…将来交通量推計による事故削減率を現況件数に乗じて算出 
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○国道２１号の災害状況と迂回交通の状況 

出典：気象庁アメダス(H24-H28) 

急勾配区間における降雪時の大型車スタック（関ケ原町山中付近） 

大型車がスリップにより 
登坂不能となり車線を閉塞 

・降雪量 

○バイパス整備によるリダンダンシーの確保 

平
均
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量
（
㎝
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年
） 

１４１ 
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１６ 
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１６ 

■関ヶ原周辺は降雪が多い地域であり、過去５年間平均で１４１cm/年の降雪量があります。 
■国道２１号現道では最大勾配５％超の急勾配区間が存在し、降雪や異常気象時の走行性・安全性に支障があります。 
■関ケ原バイパスの整備により、降雪時や異常気象時において代替路が確保され、リダンダンシーが高まります。 

③ 災害に強い道路機能の確保 

２．評価の視点 
（１）事業の必要性に関する視点 
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関ケ原は降雪量が 

特に多い地域 
１４１ 

50

100

150

200

現
道
の
標
高
（ｍ
） 

200 

50 

150 

100 

急勾配区間 
（最大勾配５％超） 

至 

岐
阜 

至 

米
原 

急勾配区間を回避 

国道２１号関ケ原バイパス 

国道２１号現道 

玉 

新日守交差点 今須交差点 

50 

200 

100 

標
高
（ｍ
） 

150 

出典：岐阜国道事務所（H23.1） 

至 岐阜 

至 米原 



75 79
92

0

20

40

60

80

100

120

H25 H26 H27

④ ストック効果事例：観光産業の活性化 

（１）事業の必要性に関する視点 

■関ケ原町は平成２７年３月、「関ケ原古戦場グランドデザイン」を策定し、観光資源の整備による観光客誘致により、観光入込
客数が増加しています。 

■バイパスの整備により、主要渋滞箇所である関ケ原西町交差点の負担が軽減し、地域の取り組みと相まって、観光産業の活
性化が期待されます。 

２．評価の視点 

○関ケ原古戦場の整備予定（関ケ原古戦場グランドデザイン） 

－ ６ － 

○関ケ原町の観光入込客数の推移 

関ケ原古戦場グランドデザイン策定（H27.3） 

出典：岐阜県観光統計 

（万人） 

約１．２倍 
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グランドデザイン取り組み事業候補 

史跡指定区域 

周遊モデルコースポイント 
新規駐車場整備予定地 
駅・IC（ゲートウェイ）装飾 

関ヶ原IC利用交通の経路 
主要渋滞箇所 

大谷吉継陣跡 

福島正則陣跡 

 関ケ原古戦場開戦地 
 ⇒ 再整備未完了 

島津義弘陣跡 

丸山のろし場 

 関ケ原古戦場決戦地 
  ⇒ 再整備完了（眺望整備、案内サインの設置）  笹尾山石田三成陣跡 

 ⇒ 再整備完了 

 歴史民俗資料館 
 ⇒ ビジターセンター整備検討中 
  （眺望、映像、物販） 

 徳川家康最後陣地床几場 
    陣場野公園 
 ⇒ 再整備完了 

関ケ原ＩＣ 

 笹尾山交流館 
 ⇒ 常設型体験プログラム実施中 

 関ケ原駅前観光交流館（H27.10リニューアル） 
 ⇒ 観光案内、売店 

至 
岐
阜 

至 

米
原 



３．事業の進捗及び見込みの視点 
事業の進捗の見込み状況 
■平成１６年度までに、垂井町日守～関ヶ原町玉間（延長６．０㎞）が開通しました。 
■玉～今須間の都市計画決定に向けた関係機関協議（鉄道交差協議、猛禽類等貴重動植物調査・影響把握等）を引き続き進

め、周辺の交通状況などを踏まえ事業の着手を検討していきます。 

－ ７ － 

N
【位置図】 
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区間 日守～今須 

備考 
 

【用地取得率】 
８５％→８５％ 
（平成２５年度末→平成２８年度末） 
【事業進捗率】 
５８％→５８％ 
（平成２５年度末→平成２８年度末） 

 

    

 

○国道２１号現道（関ケ原町野上）交通量の推移 

出典：各年の道路交通センサス 
（H27は平成27年度全国道路・街路交通情勢調査） 

交通量観測地点 
（関ケ原町野上） 
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４．費用対効果分析 
３便益による事業の投資効果 

【前回再評価時からの変更点】 

   １．費用便益分析の基準年次を変更（Ｈ２３→Ｈ２９） 

※１ 平成２２年８月に公表した「将来交通需要推計の改善について」にて検討することになっていた推計手法の改善（第二段階）を反映した将来ＯＤ表に基づきＢ／Ｃを算出。 

※２ 残事業のＢ／Ｃ算出にあたっては、未整備区間において、事業を継続した場合に追加的に必要となる事業費の合計と、追加的に発生する便益を対象として算出した。 

事業区間 
便 益 （億円） 費 用 （億円） 

Ｂ／Ｃ 前回評価時 
Ｂ／Ｃ 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

関ケ原バイパス ７６６ １１０ ５．８ ８８２ ７６２ ４９ ８１１ １．１ １．１ 

◇費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ 
走行時間短縮便益 ＋ 走行経費減少便益 ＋ 交通事故減少便益 

事業費 ＋ 維持管理費 

【残事業】 

【事業全体】 

－ ８ － 

事業区間 
便 益 （億円） 費 用 （億円） 

Ｂ／Ｃ 前回評価時 
Ｂ／Ｃ 走行時間短縮 走行経費減少 交通事故減少 計 事業費 維持管理費 計 

関ケ原バイパス ２０９ １６ ３．６ ２２８ １３９ ２７ １６６ １．４ １．３ 



６．県・政令市への意見聴取結果 

７．対応方針（原案） 

５．代替案立案などの可能性の視点 

－ ９ － 

■関ケ原バイパスは、地形、土地利用状況、主要幹線道路との接続などを勘案した路線計画となっており、交通渋滞の緩和、交
通安全の確保、災害に強い道路機能の確保、観光産業の活性化など、期待される効果が大きい事業で、地域の課題に大き
な変化は無いことから、現計画が最も適切であると考えます。 

■岐阜県の意見 
 対応方針（原案）のとおり、事業の継続については異存ありません。 
 なお、今後の事業の実施にあたっては、下記の内容についてご配慮願います。 
 ・事業費については、最新技術の活用も含めて、徹底したコスト縮減をお願いします。 

■一般国道２１号関ケ原バイパスの事業を継続する。 
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